
合格体験記                    Y・K 通期アーカイブ 

2023年度に、3度目の挑戦で合格させていただくことができました。 

MMC 様には 2年間お世話になり、本当にありがとうございました。 

MMC 様の「文章の⾦型とキーワードマトリックス」「手厚い短期間での添削指導」「質の高い事例問題」との出会いが無ければ合

格にたどり着くことはできなかったと心の底から思います。重ねて御礼申し上げます。 

皆様のご参考になればと思い、勉強開始から合格までの経緯を共有させていただきます。 

【合格までの道のり】 

21年度 1 次合格 429 点       2次不合格  215 点 総合 B（BCAB） 

22年度 1 次（予備受験はせず）   2次不合格  225 点 総合 B（ABCB） 

23年度 1 次合格 465 点       2 次合格    ●点(詳細は後日)  

（１）21 年度︓1 次 某社  2 次 独学 

21年 1 月 1 次試験の勉強本格開始（某社） 

21年 8 月 合格 （想定外の合格）  まったく 2 次試験対策をしていなかった・・・ 

21年 9 月 某社の 2 次講座を聞くも、設問ごとに解法が異なり、まったく理解できず・・・ 

        ふぞろい・全知全ノウなるテキストにたどり着き、熟読開始 

        →事例Ⅰ〜Ⅳの基礎をとにかく暗記 

        →案件ごとの関連キーワード、事例Ⅳの計算式の暗記 

        →独自ノートを作成 → 過去問＋模試 

        →解くごとに、考え、知っている単語を盛り込み、後で読み返すと意味不明の文章の連続・・・ 

22年 1 月 不合格（なぜか事例Ⅲで 69 点の合格。事例Ⅱは惨敗・・・） 

これでは、解答の流れがいつまでたっても定まらず、いつまでも合格できない・・・ 

                            ↡ 

【予備校に通おうと検討した理由】 

❶二次試験のお作法を全く理解していなかった（キーワードを盛り込むだけの解答） 

❷各予備校の解答を⾒ても、一生書けないと思った。 

【MMC 様を選択した理由】 

→予備校選び  ・・・ どこも高い・・・ 会社帰りの通学はきつい・・・ でも合格したい 

❶口コミで、「合格率が高い」「豊富な新規事例問題＋模試と短期間での添削」「Web 講義あり」「Web 面談あり」と、 

自分が求めていた要素がすべて盛り込まれた講座内容だった 

❷MMC の解答が、一番「体系的・読みやすい・型にはまった文章構成」 

❸事例Ⅳ対策が充実している 

 

（２）22 年度︓1 次 受験せず  2 次 MMC 

22年 2 月  オリエンテーションの徳川講師の開講挨拶から、圧倒された 

         合格するための答案を作成すること  求められている知識は各事例せいぜい２０－３０・・・ 



22年 3 月  事例Ⅰの基礎編から、毎週事例Ⅰ〜Ⅳの事例→1 週間後に添削→Web 講義 

（水土日いずれかに参加、すべて生講義） 

23年 1 月  不合格（事例Ⅰは合格、逆に事例Ⅲは惨敗・・・） 

【MMC の良さを実感したところ】 

❶文章の⾦型  ❷キーワードマトリックス  ❸豊富な事例問題  ❹短期間での添削  ❺模試 4回がセット 

❻財務オプション講座 ❼ファイナル講座  とにかく、基礎から応用まで、内容が充実していました︕ 

【22 年度不合格の理由】 

❶なまじキーワードや型が身についたため、テクニック論に走る→与件ファーストではなかった 

❷少しわからなくなると、キーワードをもとに勝手にストーリー展開 →与件文から離れる結果に 

❸設問の趣旨を把握せずに解答 

 

（３）23 年度︓1 次 某社  2 次 MMC 

23年 3 月  1 次試験勉強再スタート 

         再度、1次試験知識をただ暗記するのではなく、2 次試験を意識して、短い⾔葉で説明できるよう、実際の活用 

場面を想像しながら理解することに注⼒ 

中小企業白書のデータを 2 次試験を意識して理解 

 

         MMC アーカイブ講義で、再受講（1 次試験勉強と並⾏して受講） 

23年 9 月  第 4回 MMC 模試 5位 （全 4回とも合格基準点を満たす） 

【勉強方法】 

・事例問題・模試・過去問の同種類の設問文をセグメント  → 書き方、答え方、あてはまるキーワード 

・主語述語、因果、文字数の配分、設問文の趣旨理解と記述方法の工夫に注⼒ 

 

【合格したと思われる理由】 

❶与件文ファーストを意識 → 社⻑の想いに応える解答を心掛けた 

❷設問で聞かれたことに素直に答える努⼒をした 

❸全体を俯瞰し、流れを意識した 

❹わからない問題に遭遇した場合に、事例Ⅰ-4 の目的（事例Ⅰ︓社⻑の想いを実現する組織・人事の提案、事例Ⅱ︓差別

化による売上の拡大 事例Ⅲ︓QCD の最適化と高付加価値化 事例Ⅳ︓収益性・効率性・安全性・⽣産性の改善）をい

つも自問自答して、解答を心掛けた 

 

本試験本番当日、できたと思っても、あとで与件と設問文を読み返すと、読み飛ばし・読み間違いをたくさん発⾒し、事例Ⅳも時

間があれば解ける問題を取りこぼし、正直、「今年もだめだ・・・」と試験後、2 か月間は悶々と過ごしました。受験生の中で、受験

後合格を確信する人は皆無だと思います。そのような中で、①一次試験に合格した自分を褒め、②二次試験を受験できることに

喜びを感じ、③与件の社⻑に実際にアドバイスする気持ちで臨み、④MMC の解法を最後まで信じて、何とか合格できました。 

正直、何度受験しても、どちらに転んでもおかしくない試験だと思いますが、事例を解く考え方と文章の型が重要だと実感しました。 

MMC の徳川先生をはじめ、アドバイスを頂いた先生の皆様、本当にありがとうございました。 




